













































































































































































































































23名の重篤な結核患者が収容されており、1933（昭和 8）年から 34（昭和 9）年には 4名
増加していたが、保養農園時代になると収容定員も拡充し、1938（昭和 13）年には 48名、












































で、渡米資格を得る修養の課程は、1. 毎朝礼拝、2. 聖書論講、3. キリスト教研究会、4. 立
志講話、5. 西洋料理、6. 米国研究、7. 渡米倶楽部、8. 常識教練、9. 感話会、10. 雄弁会、11. 















































































田は 1881（明治 14）年に長野県諏訪郡に生まれ、1907（明治 40）年に力行会に入会して





































日本社会党に所属して議員活動を行い、公職追放解除後の 1952（昭和 27）年の第 25期か
らは、1963（昭和 38）年の第 30期まで 6期連続で、第 25期から 27期は左派社会党、28
期から 30期は日本社会党に所属して、衆議院議員を務めることとなった。
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